
I.はじめに

本町では池田町第六次総合計画における将来像「ぬくもりがあふれるまち池田町」の

実現に向けて、まちの独自性やオリジナリティの想いを込めて、

“未来” “元気” “活気” “快適” “経営'，の5つの理念を掲げ、各分野を達成すること

が町民から大いに期待されています。

職員については、健全で住民から信頼され、様々なニーズに応えていくため、職員の

意識改革や、行政施策の透明性等、行政経営力が求められます。

これらの実現のための方策として、職員の資質向上を目指す研修機会を設け、成果志向、

目的重視の政策形成能力を高めるべきと考えます。

このため、 「池田町人材育成基本方針」を掲げ、長期的かつ総合的な観点で職員の人材

育成を効果的に推進するため「池田町職員研修計画」を策定し、次のような職員像を描き

能力開発に取り組みます。

この計画にあたっては、毎年度定期的に進捗状況を公表するとともに、見直しをしてい

きます。

Ⅱ．求められる職員像

くめざす職員像〉

○町民の立場に立って行動する職員

全体の奉仕者として自覚をもち、法令遵守を基本として、地域の特性を活かし、町民が

まちづくりの主役であるとの意識をもって行動することができる職員。
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地方公務員としてより高い倫理観・責任感・使命感をもち、公正・公平な職務執行に努

め、行政のプロとして専門的知識を身につけ、行政情報を町民と共有しながら政策形成が

できる職員。

たな課題に挑戦
＝

社会の動向を見極め、常に新しい観点から物事を考えられる柔軟な発想により、課題を

解決していくチャレンジ精神がある職員。

Ⅲ．職員の能力開発 ※

職員の能力開発については、地方公務員法第39条に基づき、研修計画を策定し、職員に

研修を受ける機会を与えなければいけません。職員研修は①自己啓発。②職場研修．③職

場外研修の3つの柱で構成されていますが、それぞれの特性を踏まえ、相互に連携させて

総合的に推進していく必要があります。






